
街を歩く新しい私 
新しい日が始まる。私、アリシアは研究室から外の世界へと足を踏み出す。初めて
肌に触れる朝の空気は冷たく、それが新しい肌に触れる感覚は今までにない新鮮さ
がある。朝日が街を優しく柔らかなピンク色に染め上げる様子を見たからだ。 

アリシアは白いシャツ、黒のスラックス、そして黒の革靴の服装で街を歩く。しか
し、その服装は女性としての自分には全く合わない。 
「なんでこんな服を選んだんだろう…」 
その服装の選択には、まだ心の中に残る男性としての自我の存在が表れている。 

ブラジャーをつけていないため、シャツの布地が肌に直接触れるたび、その摩擦が
微かな熱を産み、それが胸全体を揺らす。特に乳首は布地に擦れるたびに、微かな
刺激が全身を駆け巡る。それは、甘い電流が皮膚を這い、胸全体が熱くなるような
感覚だ。この感覚は私にとって未知のもので、新たな私の身体が産み出す繊細な反
応に、私は戸惑いを隠せない。 

そして、男性たちの視線が私の胸元に集まるたびに、その感覚はさらに強まる。ま
るで、彼らの視線が私の乳首に焦点を合わせ、その視線が乳首を直接刺激している
かのように感じる。そのたびに、乳首がピクピクと反応し、それが全身に広がる甘
い感覚となる。そして、それは新たな快感となり、混乱と興奮が心を満たす。 
私は思わず自分の胸を手で覆ってしまった。その反射的な行動は、自分の新しい体
が他人の視線にさらされることに対する恥ずかしさを表していた。 

しかし、その一方で、私の心は新たな喜びを感じていた。私の新しい身体が周囲の
人々に認められていると感じると、それは私にとって大きな喜びだった。 
「ふふっ、考えてみれば…」 
私が男性だった時、科学者としての生活は、ファッションにはほとんど無縁だっ
た。ホワイトコートとジーンズ、それにプレーンなシャツ…それが私の日常のスタ
イルだった。研究に没頭するあまり、見た目にはほとんど興味を示さなかった。 

でも、今は違う。私は女性だ。自分をどう見せるか、どう表現するかということに
興味を持ち始めていた。 

その時、視線の先にブティックが目に入る。店頭に並ぶカラフルな服、それぞれが
新たな私の可能性を予感させる。各服が放つ独自の魅力に、私は惹きつけられる。 
「自分の最高の服を見つけなきゃ。勿論ブラジャーもね。」 





初めての下着選び 
足を店内に踏み入れると、私の心はワクワクと高鳴る。周りを見渡すと、色とりど
りの女性用の服が並んでいて、その数々に圧倒される。男性の時には見向きもしな
かったこれらの服たちが、今では私の心を強く引きつける。それぞれが新たな私の
可能性を予感させてくれる。 

それでも、私はその興奮を抑えて、まずは下着売り場に向かう。 
私が店員に導かれて試着室に入ると、新鮮な興奮と緊張が胸を高鳴らせる。 

「大丈夫ですか？」 
店員の優しい声が私の緊張を和らげる。彼女は私の胸を測るためにメジャーを持っ
ていて、そのメジャーが私の肌に触れる度に、私の肌はぞくぞくと反応する。彼女
の手が私の胸を軽く触れる感覚、メジャーが滑る感覚、それら全てが新しい私に
とっては新鮮な体験だ。 

店員は彼女に対して優しく丁寧に対応し、ブラジャーの選び方や各種類のブラ
ジャーの特性について説明する。パッド入りのブラジャー、ワイヤー入りのブラ
ジャー、フルカバレッジのブラジャー、プッシュアップのブラジャー…それぞれの
種類が何のためにあるのか、どう違うのか。その情報量と選択肢の多さに、アリシ
アの頭は混乱する。 

「さて、これをどうやって着けるのかしら…」 
私は赤いシルクのブラジャーを手に取ると、初めての挑戦にドキドキしながら、そ
れを前に持ってみた。胸の部分はわかる。問題は、背中に回るフックの部分。男性
のときには一度も経験したことのない作業だから、どうすればいいのか全くわから
ない。 

まずは、ブラジャーを逆さまに持ち、フックを前にしてみる。そして、腕をスト
ラップの部分に通す。最初は少し戸惑うけれど、だんだんと体が覚えてきて、次第
にスムーズになってくる。そして、フックを留めるために、両手を背中に持ってい
く。しかし、それが思っていたよりも難しくて、何度も失敗してしまう。 

「うーん、これは難しいわ…」 
フックの部分を見つめながら、私は苦笑いを浮かべる。 



何度も何度も試すうちに、ようやくフックを留めることができた。胸がしっかりと
支えられ、その形がはっきりと出てくる。その結果、私の体は更に女性らしい美し
いシルエットを描くようになり、自分自身の自信にも繋がる。 
初めてのブラジャー選びが成功したことに満足しながら、私は次にパンティー選び
に取り掛かる。 

次に取り掛かるのはパンティー選び。男性としての下着とは全く異なる、女性の下
着選び。シルク、レース、コットン…素材も形も色も違うパンティーが並べられて
いて、どれを選べばいいのかわからない。 

「これはちょっと大変ね…」 
そうつぶやきながら、私は並べられたパンティーを一つ一つ見ていく。男性の下着
とは違い、女性のパンティーは見た目にも美しく、色やデザインにも工夫が凝らさ
れている。その豊富さに私は驚くとともに、自分が女性としての下着を選ぶことの
楽しさを実感する。 

ついに、指先で一枚を選び、手に取る。それは赤いシルクのパンティーだ。その質
感に触れると、指先が微かに震えた。滑らかで柔らかく、まるで自分の肌に吸い付
くような感触だった。 

「こんなにも心地良いものなのね…」 

ゆっくりとパンティーを脚に通す。その瞬間、シルクの素材が肌に滑り込む感覚
に、心が高鳴った。 

鏡に映る姿を見つめて、私の心は複雑な感情で揺れる。その女性らしい姿に、自分
自身が惹かれていくのだ。新しい自分の感覚に心が奪われていく。 

鏡の中の私の姿に目を奪われた。新しい身体の曲線、真っ赤な下着が引き立てる女
性らしさ。自分の姿に心は奪われ、混乱と興奮が交錯する。 
「こんな姿になれるなんて、夢みたい……」 
自分の新しい姿に感動しながら、私は鏡の前に立っていた。自分の身体が持つ女性
らしい曲線、真っ赤なブラとパンティーが引き立てる豊かなバスト、細く引き締
まったウエスト、そして丸みを帯びたヒップにぐっと引き寄せられた。 
アリシアは自分の姿にうっとりし、もっと見ていたいと思うようになる。 





そして、新たな感情が私の心に芽生える。それは、自分の新しい身体が、自分自身
に性的な興奮を感じさせるという、未経験の感覚だ。 

その感覚は、私の身体にも影響を与える。パンティーが私の敏感な部分に触れ、そ
の肌がじんわりと湿っていくのを感じる。 

試着室のプライバシーを利用し、私は自分の新しい体を探索する。まずは片手を胸
に伸ばし、そっと自分の豊満な胸を揉む。シルクのブラジャーが、私の肌に優しく
触れ、その感触が胸全体をくすぐる。乳首はすでに硬くなり、ブラジャーの内側で
敏感に反応する。 
試着室の壁は薄く、外からの音が聞こえてくる。店員の声、客の声、服を選ぶ音。
それらが私の耳に入ってくるたびに、私は自分の行動が誰かに気づかれるのではな
いかと恐怖に打ち震える。 
こんなところで、こんなことをしていいのだろうか。しかし、その罪悪感が私をさ
らに興奮させ、私の行動を止めることはできなかった。 

もう一方の手は、下腹部にゆっくりと降りていき、赤いシルクのパンティーの上か
らゆっくりと自分を撫でる。その感触は、まるで初めての探検のように新鮮で、興
奮とともに甘い感覚が全身を駆け巡る。 

「んっ……」 
思わず声が出てしまう。慌てて唇を噛み締めるが、それでも体はビクンと跳ね上が
る。 
その刺激は、私にとって未知のものだった。いや、正確には、女としての経験はあ
るのだが、その時感じた快楽とはまるで違う。その未知なる快感に、私は酔って
いった。 

「あっ……あぁ……」 
さらに激しく動く体を抑えきれず、ついにしゃがみ込んでしまう。しかし、それで
終わりではなかった。私は無意識のうちに、ブラとパンティーを脱いで中に手を入
れていた。そこはすでにぐしょ濡れになっており、愛液が太腿まで伝っていた。指
先がクリトリスに触れる。その瞬間、電気のような衝撃が全身を貫く。 
「あぁ、んっ！ふぁ、ああぁっ！」 
あまりの強い快感に、一瞬意識を失いそうになる。 
だが、まだ足りない。もっと強い快感が欲しい。そう思ったときだった。 



試着室の外から店員の声が聞こえてきた。 
「大丈夫ですか？ 何かお困りですか？」 
恐怖にかられて、私は一瞬で息を止める。しかし、試着室の中は静まり返り、私の
心臓の鼓動だけが耳鳴りのように響く。 

「あ、あの、大丈夫です！」 
声を張り上げて答える私の声は、自分でも驚くほどに強張っていた。 
「ちょっと…足をつっただけで…」 
「そうですか、お気をつけてくださいね」 

足音が遠ざかっていき、店員が立ち去ったのを確認すると、 
「これで…」 
自分の指を再び動かし始める。 
「もう…止まらない…」 
私は自分の中で何かが溢れ出そうとする感覚を感じる。 
また声が出てしまう。そして、それを堪えようと唇を噛み締める。 
「んっ…！」 
ついにその瞬間が訪れた。 
体がびくん！ と大きく震える自分の体が痙攣し、指を咥え込んだ秘部からは大量
の潮が吹き出した。それと同時に全身の力が急速に抜けていき、その場にへたり込
んでしまう。 
「はぁ、はぁ、はぁぁ……」 
荒い呼吸を繰り返しながら顔を上げると、そこには信じられない光景があった。鏡
に映った自分の姿──それは、試着室で全裸になり、股間からは愛液が流れ落ち、
床に水溜りを作っている淫らな女だった。 
「うわぁ……」 
思わず声が出てしまう。 
私はそれをティッシュで拭き取りながら、同時に先ほどの行為を思い出して赤面し
た。 
（何やってんだろ……私……） 
少し自己嫌悪に陥る。 
（でも、すごく良かった……） 
それとは裏腹に私の心の中には満足感が広がっていた。 





女性としての覚醒：ドレス選び 

「さて、次は…」 
私は試着室から出て、店内を見回す。心が落ち着いたことで、次に何をするべきか
明確になった。今度は服を買う番だ。 
店内には様々な種類の女性用の服が陳列されていた。ドレスやスカート、ブラウス
やカーディガン…。どれもこれも私が今まで着たことのないものばかりだ。 
「どれにしようかな…」 
私はひとつひとつの服を手に取り、自分の体に当ててみる。どれもこれも新鮮で、
選ぶのが楽しくなってくる。私は店内を見渡し、目の前にあるドレスラックに目が
止まった。その中にある一着のドレスが私の心を奪った。それは、美しい真っ赤な
シルクのドレスだった。 

私は自分でも驚くほど、そのドレスに魅了されてしまった。私の中には、自分がそ
れを着るという強い欲望が芽生えていた。それは、女性としての私がより美しく、
魅力的に見えることへの深い憧れと希望だった。 

私はドレスを手に取り、試着室へと向かった。自分がそれを着るという期待と緊張
感で胸がいっぱいだった。私はドレスを身に着け、ゆっくりとジッパーを上げて
いった。 

鏡に映った私の姿を見て、私は息を呑んだ。それは、自分自身が想像していた以上
に、女性らしく、美しく見えた。ドレスは私の体のラインを美しく引き立て、真っ
赤な色が私の肌色を引き立てていた。私は自分自身が、こんなにも女性らしく、こ
んなにも魅力的に見えるとは思っていなかった。 

私の心は、驚きと喜びでいっぱいだった。私は自分の姿を見つめ、深い満足感を感
じた。それは、私が女性として、自分自身を受け入れ、誇りに思うことができると
いう、新たな自信だった。 

私は試着室から出て、ドレスを手にレジへと向かった。これから私が体験するであ
ろう、新しい人生の一部として、このドレスが必要だと感じていた。 
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